








馬 洪玉，中川 彰子，中野 隆史
（群馬大院・医・腫瘍放射線学）
【目 的】 DNA二本鎖切断修復欠損細胞の LET依存
的な放射線感受性を明らかにする.【方 法】 MEF由
来のNHEJ修復 Lig 4欠損, HR修復 Rad54欠損,その
二重欠損と親細胞を用いた. X線と炭素線 (モノビーム
13,50,70keV/μm;6 cm SOBP 50keV/μm)照射を行い,
コロニー形成法で感受性を調べた.【結 果】 二重欠
損細胞の感受性に LET依存性は認められなかった.正
常細胞と比べた増感比の LET依存的な違いは Lig 4欠
損細胞のみで認められた.一方,高 LET放射線において
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果について明らかにする.【方 法】 炭素線 (290
 























【対 象】 化学放射線治療を受けた子宮頚がん患者 1
名.【方 法】 看護記録から不安に関する患者の言葉
を抽出し,カテゴリー分類する.【結 果】 入院～治療
開始時は治療や検査のイメージが付かないことから,
［外照射に対する不安］,［化学療法に対する不安］,［検
査に対する不安］があった.治療開始後は,治療を経験し
たことから不安が具体的な内容に変化した.また,子宮
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